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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
よ
り
10
年

の
節
目
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
。
復

興
事
業
も
お
お
む
ね
完
了
し
、
ま
ち
の

形
も
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
住
ま
い
の
再
建
も
全

て
の
宅
地
が
整
備
・
引
き
渡
し
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ま

が
新
た
な
お
住
ま
い
で
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
明
け
と
と
も
に
思
い
も

よ
ら
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
見
舞
わ

れ
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
本
市
で
も
聖
火
リ
レ
ー
や
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
新
た
な
ま
ち

を
世
界
の
人
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
で
あ
り
ま
し
た
が
本
年
に

持
ち
越
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
１
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

高
田
松
原
運
動
公
園
や
市
民
文
化
会

館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
広
田
地
区
に
県
立
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
が
、
夏
に
は
高
田
松
原

海
水
浴
場
の
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
市
政

の
柱
に
掲
げ
て
い
る
本
市
に
と
っ
て

飛
躍
の
年
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
市
政
課
題
の
解
消

に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
陸
前
高
田
市
と
市
民
の

皆
さ
ま
の
限
り
な
い
発
展
と
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

 
新
年
あ
い
さ
つ　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　    

陸
前
高
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
田
　
利
　
喜

陸
前
高
田
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

鵜
浦
昌
也

　

木
村　

聡　
　

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
一
義

　

松
田
修
一

　
　
　
　
　
　
　

菅
野
広
紀

　　

大
和
田
加
代
子

　

小
澤
睦
子

　
　
　
　
　
　
　

大
坪
涼
子

　

伊
藤
勇
一

　
　
　
　
　
　
　

藤
倉
泰
治

　

畠
山
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　

及
川
修
一

　

中
野
貴
徳

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
明
彦

　

蒲
生　

哲

　
　
　
　
　
　
　

大
坂　

俊

　

伊
勢　

純

　
　
　
　
　
　
　

福
田
利
喜
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コ
ロ
ナ
対
応
の
補
正
予
算
も

　

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、「
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
か
」
を
主
な

焦
点
と
し
、
前
回
定
例
会
で
継
続

審
査
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

11
月
５
日
に
当
局
の
出
席
の
下
、

決
算
等
特
別
委
員
会
を
開
き
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
議
員
か
ら
は
「
図

書
館
の
運
営
基
本
方
針
を
早
期
に

策
定
す
べ
き
」「
利
用
者
の
意
見

や
要
望
を
も
と
に
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
を
」「
震
災
関
連
資
料
の

充
実
を
図
る
な
ら
、
専
門
的
な
職

員
の
配
置
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
の

討
論
を
踏
ま
え
た
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
市
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に

６
億
３
９
９
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
７
２
９
億
８
１
６
５
万
円

と
す
る
内
容
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
に
関

し
て
は
、
当
初
５
億
円
と
見
込
ん

で
い
た
納
税
が
８
億
円
に
達
す
る

見
込
み
で
、
市
内
事
業
者
も
積
極

的
に
返
礼
品
の
取
扱
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

交
通
確
保
対
策
事
業
費
60
万
円

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
利
用
者

数
が
減
少
し
て
い
る
岩
手
県
交
通

（
株
）
へ
の
支
援
で
あ
り
、
大
船

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で

行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
係
る

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
前
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
23
議
案
を
原
案
通
り
可
決

し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
11
人
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

渡
市
、
住
田
町
と
協
議
の
上
、

支
援
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

感
染
症
予
防
事
業
費
１
４
８
万

円
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の

運
営
な
ど
に
充
当
。９
、10
月
の
利

用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
最
近
の
実

績
は
数
件
程
度
で
、
県
と
し
て
医

療
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
は
な

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
や
保

健
所
か
ら
連
絡
が
い
っ
た
場
合
の

検
査
費
用
は
無
料
で
あ
る
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
ひ

と
り
親
世
帯
に
給
付
金
を
再
支
給

す
る
た
め
の
市
一
般
会
計
補
正
予

算
案
も
可
決
し
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
議
員
発
議
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大

臣
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
木
村
聡
）

図
書
館
を
指
定
管
理
可
能
に

　
　
　
　

継
続
審
査
の
条
例
改
正
案
可
決

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

令和２年第３回定例会議案第13号
「陸前高田市立図書館条例の一部を
改正する条例」

福

　田

大

　坂

伊
藤（
明
）

及

　川

藤

　倉

大

　坪

菅

　野

佐
々
木

鵜

　浦

伊

　勢

蒲

　生

中

　野

畠

　山

伊
藤（
勇
）

小

　澤

大
和
田

松

　田

木

　村

議

×

〇〇〇〇

××

〇〇〇〇〇

×

〇

××

〇

討論＝反対　菅 野 広 紀

　図書館設置に関して中心市街地に
位置付けることは、まちづくりと街
の活性化が図られ、利用者の利便性
も考慮するという理由であったと思
います。
　質疑において、当局は民間のノウ
ハウを最大限に活用するとも述べて
いますが、民間の意見を聞く手段と
して、図書館運営協議会や利用者か
らのアンケート等を実施することに
より、利用者の利便性や学びの機会
を設けることも可能と考えます。現
在、図書館運営等は教育委員会管轄
ですが、まちづくりと一体となった
図書館を目指すのであれば、市長部
局も一体となった図書館運営を行う
べきと考えます。

討論＝賛成　大 坪 涼 子

　再建された市立図書館は、まちな
かの賑わいの中で、子どもから高齢
者までゆっくりと利用できる市民の
大切な場所になっていると思います。
また、高田松原復興祈念公園ととも
に、図書館は津波防災と減災を学び・
伝承する大事な役割を担っていると
思います。
　まちづくり総合計画でも「世界に
発信し、防災・減災を学ぶ先進地」
を掲げており、全国的な役割と本市
の魅力あるまちづくりのためにも、
市立図書館は本当に重要になると思
います。

討論＝賛成　小 澤 睦 子

　11 月 5 日の決算等特別委員会にお
ける当局からのより詳細な提案理由
の説明により、市民から要望が寄せ
られていた開館日及び開館時間の拡
大や民間事業者のノウハウを生かし
たイベント、行事の充実、震災の学
びと伝承の継承等の目指す方向性が
示されました。また、令和元年度よ
り既に行政事務包括業務委託も導入
されていること、サービスは絶対低
下させてはいけないとの説明もあり、
図書館としての質の維持が担保され
ると考えます。
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鵜浦　昌也
（創　生　会）

伊勢　純
（日本共産党）

大坪　涼子
（日本共産党）

菅野　広紀
（碧　い　風）

及川　修一

伊藤　明彦
（新　志　会）

大和田加代子
（碧　い　風）

佐々木一義
（創　生　会）

藤倉　泰治
（日本共産党）

伊藤　勇一
（碧　い　風）

木村　聡
（とうほく未来創生）

１　６次産業化の取り組み
２　財政運営
３　行政財産の利活用

１　新型コロナウイルス感染症による収入減対策
２　公営住宅の家賃軽減と定住支援
３　来年度の児童・生徒の就学支援

１　新型コロナウイルス感染症対策および市内の雇
　　用の支援
２　被災者医療費免除措置
３　来年度以降の市内公共交通および移動手段の考え方
４　若手の養殖漁業者の今後の展望

１　来年度の予算編成方針
２　地域農業の振興
３　オーガニックランドの進捗状況
４　観光客の誘客

１　ため池の管理
２　シルバー人材センター
３　新型コロナウイルス感染症対策

１　令和３年度の予算編成
２　新たな過疎対策法
３　少子化時代における学校教育

１　エネルギー政策
２　協働のまちづくり
３　広聴広報活動

１　震災から 10 年を迎える市政
２　新しいまちの交通安全対策
３　コロナ禍での経済と健康対策

１　高田松原津波復興祈念公園の活用と「ＧｏＴｏ    
　　キャンペーン」の影響
２　地域経済循環調査および今後の持続可能なま
　　ちづくり
３　小口資金貸付など緊急の生活支援体制

１　企業誘致と産業振興
２　高田小学校における教育環境および周辺環境整備
３　市道整備と通学路の安全確保

１　本市におけるキャリア教育
２　経済・環境両面での循環型社会の創造
３　陸前高田市水産業振興計画と今後の本市水産
　　業に関わる長期的展望

一般質問
　　質問した事項　（登壇順）

現
市
役
所
跡
地
ど
う
活
用

　
　
年
度
内
に
一
定
の
方
向
性
出
す

現市役所庁舎

　

質
問　

令
和
３
年
３
月
、
新
し

い
市
役
所
庁
舎
が
高
田
町
字
下
和

野
地
内
に
完
成
す
る
。
そ
の
後
の

現
庁
舎
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用

活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
令
和
２
年

１
月
に
陸
前
高
田
市
６
次
産
業
化

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

費
な
ど
の
維
持
管
理
経
費
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

解
体
す
る
と
な
れ
ば
、
財
源
と

し
て
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が
見

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
外
食
産

業
で
の
農
林
水
産
物
の
需
要
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
費
拡
大
を
促
す
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
と
も
連
携
し
、
市
内

産
農
林
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

新
年
度
予
算
規
模
は

　

質
問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

鵜浦 昌也 
 （創　生　会）
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質
問　

市
内
事
業
者
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

収
入
の
減
少
が
大
き
な
悩
み
と

な
っ
て
い
る
。
市
の
認
識
は
。

　

答
弁　

本
市
で
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
や
危
機
関
連
保
証
の

認
定
を
受
け
た
事
業
者
の
収
入
減

少
率
は
平
均
で
47
・
２
％
と
な
っ

て
お
り
、
事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
て
い
る
。

　

質
問　

国
の
支
援
制
度
に
対

し
、市
民
か
ら
「
知
ら
な
か
っ
た
」

な
ど
と
い
う
声
が
多
い
。
さ
ら
な

る
周
知
策
は
。

　

答
弁　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

国
や
県
、
市
の
支
援
制
度
を
随
時

更
新
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
市
の

広
報
や
商
工
会
な
ど
を
通
じ
、
広

く
事
業
者
に
周
知
し
た
い
。

公
営
住
宅
の
家
賃
軽
減
は

　

質
問　

公
営
住
宅
で
暮
ら
す
被

災
世
帯
の
中
に
は
、
減
免
申
請
の

未
提
出
な
ど
に
よ
り
減
免
を
受
け

て
い
な
い
事
例
が
あ
る
よ
う
だ
。

対
策
は
。

期
券
が
半
額
で
購
入
で
き
る
「
被

災
地
に
お
け
る
通
学
交
通
費
の
負

担
軽
減
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

小
中
学
校
の
指
定
運
動

着
や
制
服
の
再
利
用
の
状
況
は
。

　

答
弁　

運
動
着
な
ど
は
、
学
校

ご
と
に
譲
り
受
け
が
可
能
。
制
服

は
中
学
入
学
時
に
購
入
す
る
人
が

多
い
。

漁業者も持続化給付金の申請可
（広田町根岬漁港）

コ
ロ
ナ
収
入
減
の
支
援
は

　
市
広
報
や
商
工
会
通
じ
随
時
周
知

　

答
弁　

分
か
り
や
す
い
案
内
を

は
じ
め
、
指
定
管
理
者
や
市
へ
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
よ
う

な
周
知
な
ど
、
入
居
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
努
め
る
。

　

質
問　

公
営
住
宅
の
割
増
家
賃

の
発
生
を
軽
減
す
る
、
み
な
し
特

定
公
共
賃
貸
の
家
賃
制
度
を
活
用

し
た
世
帯
の
入
居
状
況
と
今
後
の

考
え
は
。

　

答
弁　

市
内
で
差
異
が
生
じ
な

い
よ
う
、
県
営
住
宅
栃
ヶ
沢
団
地

で
の
活
用
検
討
を
県
に
求
め
て
い

る
。
令
和
２
年
10
月
末
現
在
、
43

世
帯
が
入
居
、
そ
の
う
ち
市
外
か

ら
は
４
世
帯
で
、
定
住
人
口
の
増

加
に
貢
献
し
て
い
る
。
今
後
も
活

用
に
向
け
周
知
に
努
め
る
。

　

児
童
生
徒
の
就
学
支
援
は　

　

質
問　

被
災
児
童
生
徒
就
学
援

助
の
来
年
度
の
事
業
見
込
み
は
。

　

答
弁　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

委
託
費
は
対
象
外
と
な
る
が
、
就

学
に
必
要
な
経
費
は
引
き
続
き
本

年
度
と
同
様
に
援
助
を
行
う
。

　

質
問　

入
学
を
希
望
す
る
高
校

が
遠
方
に
し
か
な
い
場
合
な
ど
、

通
学
費
負
担
は
軽
く
な
い
。
県
な

ど
の
支
援
策
は
。

　

答
弁　

県
交
通
を
利
用
し
て
い

る
生
徒
は
、
県
教
委
の
支
援
で
定

伊勢 　純
 （日本共産党）

し
て
い
く
考
え
か
。

　

答
弁　
現
時
点
で
、
物
品
等
を

保
管
す
る
倉
庫
や
駐
車
場
と
し
て

活
用
し
た
い
と
い
う
団
体
が
あ

り
、
今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

し
か
し
、
現
庁
舎
は
仮
設
建
築
物

と
し
て
建
築
確
認
申
請
を
得
た
も

の
で
あ
り
、
最
近
で
は
床
や
外
壁

な
ど
に
老
朽
化
が
見
ら
れ
、
修
繕

込
ま
れ
る
が
、
そ
の
期
限
が
令
和

３
年
度
内
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

以
降
は
解
体
費
に
対
す
る
国
の
補

助
等
が
見
込
め
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
２
年
度
内
に
は
一
定
の
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

６
次
産
業
推
進
策
は

　

質
問　

市
内
の
第
一
次
産
業
を

　

答
弁　

地
場
産
品
に
付
加
価
値

を
与
え
、
産
業
従
事
者
の
所
得
向

上
や
雇
用
拡
大
を
推
進
し
よ
う
と

設
立
し
た
。
２
月
に
は
向
こ
う
５

年
間
の
農
林
水
産
、
商
工
、
観
光

業
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
陸
前

高
田
市
６
次
産
業
化
推
進
戦
略
を

策
定
し
た
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

復
興
・
創
生
期
間
が
終
了
し
て
迎

え
る
令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
は

ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
３
年
度
は
、
大
規

模
な
復
旧
・
復
興
事
業
関
連
の
予

算
措
置
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え

て
お
り
、
予
算
規
模
は
東
日
本
大

震
災
前
程
度
の
百
数
十
億
円
ほ
ど

に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入

が
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

　

答
弁　
令
和
２
年
度
の
約
18
億

円
か
ら
１
億
４
千
万
円
ほ
ど
減
少

し
、
16
億
６
千
万
円
ほ
ど
に
な
る

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、
歳
出
の

抑
制
は
必
須
と
考
え
て
い
る
。
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質
問　

医
療
費
免
除
は
国
保
に

加
入
し
て
い
る
被
災
者
の
命
と
健

康
を
守
っ
て
き
た
。継
続
の
考
え
は
。

　

答
弁　

医
療
費
免
除
は
被
災
者

の
生
活
支
援
な
ど
に
効
果
が
あ
っ

た
。
令
和
３
年
３
月
ま
で
現
行
を

継
続
し
、
４
月
か
ら
は
非
課
税
世

帯
に
限
定
。
12
月
を
も
っ
て
制
度

終
了
の
目
安
と
し
た
い
。

感
染
症
の
検
査
策
は

　

質
問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
同

時
検
査
が
望
ま
れ
る
。
検
査
体
制

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

気
仙
で
は
６
つ
の
医
療

機
関
が
「
診
療
・
検
査
医
療
機

関
」
と
し
て
指
定
申
請
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

国
に
よ
る
補
填
が
な
い

中
で
、
市
内
の
医
療
機
関
へ
支
援

制
度
を
創
設
し
た
意
義
は
何
か
。

　

答
弁　

感
染
症
の
流
行
で
受
診

控
え
な
ど
に
よ
り
業
務
に
支
障
が

医療費免除継続署名の提出

医
療
費
免
除
の
継
続
は

　
　
３
月
ま
で
現
行
で
４
月
か
ら
限
定

あ
る
と
の
こ
と
で
、
市
独
自
で
公

立
を
除
く
病
院
お
よ
び
医
科
診
療

所
に
各
１
０
０
万
円
、
歯
科
診
療

所
に
各
50
万
円
を
支
援
す
る
。
流

行
時
期
に
対
す
る
備
え
や
医
療
機

関
内
で
の
感
染
防
止
等
へ
の
活
用

を
期
待
し
て
い
る
。　

道
路
整
備
で
利
便
性
は

　

質
問　

道
路
整
備
が
進
ん
で
き

た
が
、
市
街
地
へ
の
移
動
手
段
の

利
便
性
は
向
上
し
て
い
る
か
。

　

答
弁　

ほ
ぼ
全
て
の
路
線
が
中

心
市
街
地
や
県
立
高
田
病
院
を
経
由

し
、
一
定
の
利
便
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
、
ふ
る
さ
と

タ
ク
シ
ー
助
成
券
配
布
、
横
田
町
で

の
地
域
主
体
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
も
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

漁
業
の
担
い
手
対
策
は

　

質
問　

米
崎
町
脇
の
沢
地
区
で

は
、
本
市
の
漁
業
に
対
す
る
支
援

を
頼
り
に
新
規
参
入
も
あ
る
。
担

い
手
対
策
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

が
ん
ば
る
海
の
担
い
手

支
援
事
業
は
本
年
度
か
ら
大
幅
拡
充

し
、既
に
４
件
に
支
援
を
開
始
し
た
。

県
の
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
か
ら
漁

業
開
始
ま
で
、
切
れ
目
な
い
支
援
行

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

　

 

総
合
計
画
に
基
づ
き
施
策
展
開

オーガニックランド　イメージ図

菅野 広紀
（碧　い　風）

　

質
問　

令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
方
針
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
で

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
間

内
に
未
完
了
と
な
る
一
部
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
期
間
内
に
計
上
さ

れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
支
援
を
継

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
国

の
財
政
支
援
は
ま
だ
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
財
源
確
保
が
難
し
い
状
況

だ
が
、
市
内
事
業
者
や
市
民
ニ
ー

う
か
。

　

答
弁　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結

果
、
ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン

ド(

株)

が
整
備
・
運
営
事
業
者
に

決
定
し
、
令
和
３
年
３
月
の
一
部

開
業
に
向
け
て
施
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。基
幹
的
な
事
業
は
、

無
農
薬
野
菜
の
栽
培
を
行
う
「
農

業
事
業
」、
地
元
食
材
を
主
体
と

し
た
「
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
」、
収

大坪 涼子
 （日本共産党）

程
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

質
問　

地
元
漁
業
へ
の
影
響
は
。

　

答
弁　

移
住
者
や
若
い
担
い
手

が
元
気
に
明
る
く
取
り
組
む
姿
は

地
元
漁
業
者
に
新
鮮
で
良
い
刺
激

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
漁
業
の
活

性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
。



―７― りくぜんたかた市議会だより 第１１５号

　　

質
問　

震
災
後
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
事
務
所
に
駐
車

場
が
な
く
苦
慮
し
て
い
る
。
新
し

い
事
務
所
と
し
て
未
利
用
の
コ
ミ

セ
ン
な
ど
を
貸
す
考
え
は
な
い
か
。

　

答
弁　

未
利
用
施
設
は
有
休
さ

せ
て
お
く
よ
り
使
っ
て
い
た
だ
い

た
ほ
う
が
い
い
。
希
望
が
あ
れ
ば

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

質
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
草
刈
り
作
業
が
増
え
て
い
る

と
思
う
が
、
草
を
捨
て
る
場
所
に
苦

慮
し
て
い
る
。
整
備
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　

現
在
、
草
捨
て
場
は
竹

駒
町
に
１
カ
所
あ
る
。
今
後
、
市

有
地
の
適
地
を
探
す
な
ど
検
討
し

て
い
き
た
い
。　

　

質
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
は
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
に
も
通
じ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
合

致
し
て
い
て
、
地
域
で
の
貢
献
も

非
常
に
大
き
い
と
評
価
し
て
い

る
。
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目

き
、
ス
ピ
ー
ド
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。

　

質
問　

今
後
の
支
援
の
財
源
と

タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

　

答
弁　

財
政
調
整
基
金
残
高
の

適
切
な
規
模
を
踏
ま
え
、
国・
県
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要
な
独

自
支
援
策
の
財
政
出
動
の
規
模
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
て
い
る
。 シルバー人材センター事務所（高田町）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
事
務
所
は

　
未
利
用
施
設
の
賃
貸
な
ど
考
え
る

指
し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
の
力
と
し
て
、
今
後
も
活
躍

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

た
め
池
の
管
理
は

　

質
問　

震
災
後
の
移
転
先
や
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
た
公
民
館
そ

ば
に
古
い
た
め
池
が
あ
る
場
所
が

あ
り
、土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
る
。

対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
内
に
は
住
宅
再
建
地

と
近
接
す
る
た
め
池
も
み
ら
れ

る
。
現
在
、
現
地
調
査
を
行
い
、

影
響
範
囲
の
解
析
作
業
を
進
め
て

お
り
、
来
年
度
以
降
、
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
ま
と
め
、

地
域
へ
説
明
す
る
。
必
要
に
応

じ
、
修
繕
や
排
水
路
の
改
修
を
進

め
る
。
未
利
用
の
た
め
池
は
計
画

的
に
廃
止
す
る
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
支
援
は

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
各
種
支

援
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
市
民
の

反
応
は
。

　

答
弁　

４
月
初
旬
か
ら
飲
食
業

を
中
心
に
深
刻
な
影
響
が
出
た
こ

と
か
ら
、
中
小
企
業
緊
急
経
済
支

援
金
と
し
て
現
金
を
い
ち
早
く
届

け
た
。「
支
払
い
に
間
に
合
っ
た
」

と
い
う
感
謝
の
声
な
ど
を
い
た
だ

き
る
よ
う
予
算
編
成
作
業
を
行

う
。
ま
た
、
被
災
者
の
住
宅
再
建

の
予
算
化
や
生
活
再
建
に
向
け
た

相
談
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
い
っ
た

心
の
復
興
な
ど
を
重
点
的
に
予
算

化
し
、
き
め
細
か
い
被
災
者
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

　

新
年
度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
施
策
を
実

施
で
き
る
予
算
化
を
継
続
す
る
。

　

質
問　

復
興
交
付
金
事
業
終
了

後
の
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
す
事

業
は
。

　

答
弁　
一
部
の
事
業
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
計
画
期
間
内
の
完
了

が
見
込
め
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、

国
は「
関
連
工
事
と
の
調
整
な
ど
、

続
す
る
」
と
し
て
お
り
、
事
業
完

了
ま
で
継
続
し
て
事
業
が
行
え
る

よ
う
国
・
県
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
は

　

質
問　

気
仙
町
今
泉
北
地
区
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
進
捗
状
況
は
ど

穫
体
験
等
の
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
」、
地
場
産
品
の
「
物

販
事
業
」
で
、
将
来
的
に
は
「
加

工
事
業
」
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

民
間
ホ
テ
ル
建
設
は

　

質
問　

民
間
ホ
テ
ル
建
設
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

(

株)

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン

及川 修一
 （　新　風　）

ス
と
ホ
テ
ル
建
設
を
前
提
に
、
覚

書
を
令
和
２
年
３
月
17
日
に
締
結

し
た
。
当
初
は
10
月
に
着
工
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
遅
れ
て

お
り
、
現
在
は
基
本
設
計
中
と

な
っ
て
い
る
。



―８―ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１１５

　

質
問　

こ
れ
ま
で
に
過
疎
対
策
事

業
債
を
活
用
し
て
き
た
主
な
事
業
は

何
か
。

　

答
弁　

平
成
28
年
に
指
定
を
受
け

た
本
市
は
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
基
づ
き
、
高
田
松
原
運
動
公
園
や

市
立
博
物
館
整
備
、
今
泉
北
地
区
の

基
盤
整
備
、
地
域
交
付
金
事
業
の
実

施
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

幅
広
い
事
業
を
進
め
て
き
た
。
過
疎

債
の
活
用
実
績
は
３
年
間
で
26
億
１

１
９
０
万
円
と
な
る
。
新
た
な
過
疎

法
に
対
し
て
は
、
現
行
法
の
各
種
支

援
制
度
の
継
続
的
な
実
施
と
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
魅
力
の

創
出
や
地
域
の
創
造
に
資
す
る
取
り

組
み
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

新
年
度
の
予
算
編
成
は

　

質
問　

復
興
・
創
生
期
間
終
了
後
、

被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援
策
は
。

　

答
弁　

国
や
県
か
ら
住
宅
再
建
支

援
の
補
助
制
度
継
続
の
正
式
な
方
針

過疎債を活用して建設される市立博物館

過
疎
債
の
活
用
実
績
は

　
　
基
盤
整
備
な
ど
３
年
で
26
億
円

は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
財
源
が
確

保
で
き
な
い
場
合
で
も
市
の
東
日
本

大
震
災
復
興
基
金
を
活
用
し
、
最
後

の
一
人
ま
で
確
実
に
住
宅
再
建
を
果

た
せ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
財

政
支
援
が
見
通
せ
な
い
中
で
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
。

　

答
弁　

市
内
事
業
者
や
市
民
が
求

め
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
財
政
調
整
基
金
の
活
用
を
検
討

し
な
が
ら
必
要
な
施
策
の
予
算
化
に

努
め
る
。

　

質
問　

新
年
度
予
算
の
財
源
確
保

策
は
。

　

答
弁　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は

市
税
な
ど
の
減
収
に
伴
い
、
歳
入
の

確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
歳
出
の
抑
制
を
図
る
。
歳
入
に

お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最
大

限
の
有
効
活
用
を
図
り
、
積
極
的
な

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

学
校
再
編
の
考
え
は

　

質
問　

10
年
後
の
本
市
の
子
ど
も

の
出
生
数
見
込
み
は
。

　

答
弁　

こ
こ
数
年
の
出
生
数
は
90

人
前
後
。
現
状
で
推
移
す
る
と
70

人
弱
で
、
出
生
数
を
維
持
す
れ
ば

協
働
の
共
通
指
針
策
定
は

　
　
本
年
度
中
目
指
し
進
め
て
い
る

大和田 加代子
 （碧　い　風）

伊藤　明彦
 （新　志　会）

協働が求められる松原再生

　

質
問　

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
は
「
協
働
に
関
す
る
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
基
本
と
な
る
考
え
方

治
体
か
ら
は
、
対
象
と
す
る
団
体

や
事
業
内
容
の
基
準
の
設
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
創
設
に
つ
い
て
は
、
慎

　

答
弁　
市
内
の
地
域
住
民
組
織

や
市
民
活
動
団
体
、事
業
者
な
ど
、

今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
方
々
と
の
協
議
の
場

ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
事
業
主
体
と
な

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
計
画
と
し
て
策
定
は
し
て
い

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
の
活
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
が
構
築

で
き
る
よ
う
陸
前
高
田
し
み
ん
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
株
）
や
他
の
民
間
事

１
０
０
人
前
後
と
予
測
し
て
い
る
。

　

質
問　

児
童
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
小
学
校
再
編
の
考
え
は
。

　

答
弁　

当
面
は
１
町
１
校
の
体
制

を
維
持
し
た
い
。
数
年
先
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
情

報
提
供
を
行
い
、
再
編
す
る
場
合
の

基
準
を
検
討
し
て
い
く
。
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質
問　

東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
後
世
へ
の
伝
承
や
世
界
へ
の
発

信
策
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

震
災
遺
構
や
津
波
伝
承
館

な
ど
を
含
む
復
興
祈
念
公
園
を
中
心

に
、
市
全
域
を
防
災
・
減
災
が
学
べ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
。

　

質
問　

震
災
か
ら
10
年
と
な
る
追

悼
式
の
開
催
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

答
弁　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
内
で
の
開
催
に
向
け
関
係
機
関

等
と
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行

い
、
市
民
文
化
会
館
に
も
祭
壇
、
献

花
台
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

３
月
11
日
を「
祈
り
の
日
」

に
制
定
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　

そ
の
日
は
、
全
て
の
被
災

地
に
と
っ
て
大
切
な
日
で
あ
り
、
市

独
自
に
は
策
定
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。

　

質
問　

追
悼
施
設
の
整
備
状
況
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
中
に
完
了
で

き
ず
、
令
和
３
年
７
月
ご
ろ
の
整
備

完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

染
症
に
お
け
る
本
市
の
医
療
体
制
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
対
策
は
。

　

答
弁　

発
熱
な
ど
症
状
の
あ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
も

ら
い
、
か
か
り
つ
け
医
の
な
い
方
は

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
広
報

で
周
知
し
て
い
る
。

震災追悼施設等整備予定地（高田町）

震
災
経
験
ど
う
生
か
す

　
市
全
域
を
防
災・減
災
学
べ
る
場
に

交
通
安
全
対
策
は

　

質
問　

交
通
安
全
対
策
に
向
け
た

県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
状
況
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

信
号
機
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
県
内
各
警
察
署
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
、
優
先
度
の
高
い
箇
所
か

ら
設
置
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

交
通
安
全
施
設
の
設
置
状

況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

大
船
渡
警
察
署
を
事
務
局

と
し
て
気
仙
管
内
の
関
係
機
関
と
協

議
し
、
歩
行
者
や
車
が
事
故
な
く
安

全
に
通
行
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
る
。

　

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
縮

小
に
よ
る
児
童
生
徒
の
安
全
面
に
お

け
る
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

街
路
灯
な
ど
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
経
済
対
策
は
。

　

答
弁　

業
種
を
問
わ
ず
、
広
く
売

り
上
げ
が
減
少
し
て
お
り
、
中
小
企

業
持
続
化
支
援
金
を
７
月
か
ら
９
月

に
か
け
４
５
６
件
、
９
５
２
０
万
円

支
給
し
た
。
今
後
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
の
地
域
商
品
券
を
発
行
す
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

佐々木 一義
 （創　生　会）

や
役
割
な
ど
を
示
し
た
共
通
指
針

を
策
定
し
ま
す
」
と
あ
る
。
共
通

指
針
策
定
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て

い
る
か
。

　

答
弁　
令
和
２
年
度
中
の
策
定

を
目
指
し
進
め
て
い
る
。

　

質
問　

策
定
に
当
た
っ
て
は
市

民
や
市
内
活
動
団
体
と
共
同
で
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

を
設
け
、
共
通
認
識
の
も
と
、
指

針
の
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動

補
助
金
に
よ
る
支
援
制
度
の
創
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
今
後
、
策
定
す
る
共
通

指
針
を
踏
ま
え
、
支
援
制
度
の
創

設
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
既
に
運
用
し
て
い
る
自

重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　

質
問　

市
は
「
市
内
で
生
産
さ

れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市

内
で
消
費
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
年
次
計
画
は
あ
る
か
。

　

答
弁　

市
と
し
て
再
生
可
能
エ

業
者
な
ど
と
連
携
し
、
十
分
に
検

討
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　

答
弁　
市
内
事
業
者
や
一
般
家

庭
な
ど
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
促
進

や
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
陸

前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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質
問　

国
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
事
業
は
反

対
も
多
い
が
、
影
響
は
。

　

答
弁　

４
月
か
ら
９
月
の
宿
泊
者

数
は
前
年
比
30
％
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
た
10

月
以
降
は
旅
行
者
が
増
え
、
教
育
旅

行
の
団
体
客
な
ど
に
よ
り
平
均
80
％

と
な
っ
た
。
一
定
程
度
の
効
果
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

質
問　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
の
こ
の
１
年
の
状
況
は
。

　

答
弁　

11
月
末
現
在
、
津
波
伝
承

館
は
約
27
万
人
、
道
の
駅
が
約
68
万

人
の
来
場
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
指
定
管
理
者
を
中
心
に
テ
ナ
ン

ト
業
者
等
が
満
足
度
の
向
上
に
努
め

好
評
を
得
て
い
る
。

　

質
問　

津
波
伝
承
館
の
今
後
の
方

向
性
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

修
学
旅
行
の
新
た
な
目
的

地
に
選
ば
れ
、「
防
災
や
減
災
」「
命

の
大
切
さ
」
な
ど
を
学
ぶ
姿
が
見
ら

れ
た
。
本
市
が
目
指
す
「
防
災
・
減

津波伝承館内での説明

津
波
伝
承
館
の
方
向
性
は

　
　
防
災
・
減
災
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
に

災
を
学
べ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

地
域
経
済
循
環
は

　

質
問　

地
域
経
済
循
環
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
何
か
。

　

答
弁　

市
内
事
業
者
お
よ
び
消
費

者
の
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
か
ら
お

金
が
ど
れ
だ
け
地
域
内
で
循
環
し
、

地
域
外
に
漏
れ
て
い
る
か
の
「
見
え

る
化
」を
目
的
に
調
査
し
た
。市
内
調

達
率
は
、
消
費
者
レ
ベ
ル
で
野
菜
や

魚
介
類
は
約
６
割
、米
は
３
割
程
度
、

事
業
所
レ
ベ
ル
で
、
飲
食
・
宿
泊
業

の
野
菜
や
魚
介
類
は
約
３
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
農
林
漁
業
者

と
商
工
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
消
費

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
機
会
を
検
討
す
る
。

資
金
貸
付
の
利
用
は

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
下
で
突
然
の
生
活
難

も
危
惧
さ
れ
る
が
、
小
口
資
金
貸
付

な
ど
の
利
用
実
績
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等
に
よ

る
収
入
減
の
世
帯
が
対
象
。
緊
急
小

口
資
金
は
10
万
円
以
内
、
休
業
等
特

例
の
場
合
20
万
円
以
内
。
総
合
支
援

資
金
は
２
人
以
上
世
帯
が
月
20
万
円

高
田
小
の
教
育
環
境
は

　
　
諸
課
題
を
検
討
・
分
析
し
対
応
す
る

高田小学校

藤倉 泰治
 （日本共産党）

　

質
問　

高
田
小
学
校
校
舎
内
の
湿

気
や
カ
ビ
発
生
の
対
策
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
令
和
元
年
に
１
階
の
教
室

な
ど
一
部
で
カ
ビ
が
確
認
さ
れ
、
業

農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ラ
ン
ド
、
高
田
地
区
中
心
市

街
地
に
ホ
テ
ル
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
自
動
車
部

　

答
弁　

水
は
け
の
良
い
細
か
い
粒

子
の
砂
を
使
用
し
て
い
る
が
、
強
風

時
に
校
舎
内
や
近
隣
住
宅
に
飛
ん
で

い
る
。
校
庭
の
東
側
に
防
砂
ネ
ッ
ト

津
波
立
地
補
助
金
が
活
用
で
き
る

見
込
み
で
事
業
所
立
地
に
向
け
た

相
談
や
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

か
さ
上
げ
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
令
和
４
年
１
月
以
降
に
用
途
地
域

の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

道
路
整
備
と
安
全
確
保
は

　

質
問　

緊
急
車
両
が
通
行
で
き

な
い
狭
い
市
道
、
未
舗
装
路
の
改

伊藤 勇一
 （碧　い　風）

以
内
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
、
償
還
時

に
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
は
償
還
免

除
で
き
る
。
３
月
か
ら
10
月
ま
で
の

貸
付
件
数
は
、
緊
急
小
口
資
金
22
件
、

総
合
支
援
資
金
６
件
と
な
っ
て
い

る
。
生
活
福
祉
資
金
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
で
申
し
込
み
が
で
き
る
の

で
引
き
続
き
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
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者
に
よ
る
清
掃
後
に
安
全
を
確
認
し

て
使
用
し
た
。
令
和
２
年
８
月
過
ぎ

に
再
度
発
生
し
、
現
場
調
査
を
し
た

が
原
因
把
握
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

現
在
、
専
門
の
大
学
教
授
に
調
査
を

依
頼
し
て
い
る
。
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　

質
問　

校
庭
か
ら
の
砂
ぼ
こ
り
の

対
策
は
ど
う
か
。

を
張
り
、
粒
子
の
大
き
い
砂
を
入
れ

る
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
上
で
散
水

な
ど
可
能
な
対
策
を
今
後
も
行
う
。

企
業
誘
致
と
産
業
振
興
は

　

質
問　

新
た
な
企
業
誘
致
の
進

捗
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

気
仙
町
の
長
部
地
区
に

食
料
品
製
造
会
社
、
今
泉
地
区
に

品
関
連
企
業
や
陸
上
養
殖
、
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
の
立
地
に
つ
い

て
協
議
中
で
あ
る
。

　

質
問　

滝
の
里
工
業
団
地
な
ど

へ
の
企
業
誘
致
策
と
し
て
企
業
側

に
有
利
な
条
件
を
提
案
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
か
さ
上
げ
地
の
活

用
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

復
興
特
区
制
度
や
国
の

良
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

答
弁　

未
改
良
市
道
は
、
緊
急

車
両
な
ど
が
通
行
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
緊
急
度

や
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
改
善

に
努
め
る
。

　

質
問　

児
童
生
徒
の
通
学
路
の

整
備
と
安
全
確
保
は
。

　

答
弁　

各
小
中
学
校
へ
街
路
灯

の
設
置
希
望
箇
所
に
つ
い
て
調
査

中
。
危
険
箇
所
の
把
握
は
、学
校・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
交
通
安
全
協
会
・

警
察
署
・
各
道
路
管
理
者
・
市
関

係
課
で
連
携
し
、
通
学
路
合
同
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。よ
り
安
心・

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
学
校
と
地
域
の
連
携
を
図
る
。

木村　聡 
（とうほく未来創生）

　　

質
問　

文
部
科
学
省
の
方
針
が
変

わ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
各
学
校
が

地
域
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。市
教
委
と
し
て
の
評
価
は
。

　

答
弁　

全
国
学
力
調
査
や
県
の
学

習
定
着
度
状
況
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
各
校
か
ら
の
学
校
評
価
結
果

で
評
価
し
て
い
る
。

　

質
問　

学
校
ご
と
の
質
的
評
価
が

よ
り
重
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

現
段
階
で
は
、
国
や
県
の

指
標
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
今
後

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も
あ

る
の
で
、
地
域
で
ど
ん
な
子
ど
も
を

育
て
た
い
の
か
な
ど
、
議
論
を
積
み

上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

市
教
委
と
市
長
部
局
と
の

連
携
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

経
済
や
社
会
の
仕
組
み
を

扱
う
こ
と
が
重
要
。
社
会
勉
強
的
な

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
検
討
し
た
い
。

環
境
と
経
済
の
統
合
は

　

質
問　

地
域
循
環
共
生
圏
と
は

環
境
と
経
済
を
統
合
的
に
向
上
さ

せ
、「
新
し
い
成
長
」
を
目
指
す

備
は
行
政
が
主
導
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

調
査
委
託
し
た
報
告
書

に
住
田
町
と
連
携
し
て
気
仙
川
の

栄
養
分
が
循
環
す
る
取
り
組
み
に

向
け
た
提
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

海
岸
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
マ

リ
ン
キ
ッ
ズ
で
も
植
林
活
動
が
で

き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

高田東中学校におけるキャリア教育の様子

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
は

　
　
地
域
と
議
論
し
な
が
ら
進
め
る

も
の
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

将
来
的
な
視
点
で
は
資

源
循
環
と
経
済
循
環
は
強
く
結
び

つ
く
可
能
性
を
持
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
循
環

型
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
設

置
、
地
域
経
済
循
環
の
調
査
、
陸

前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

環
境・
経
済・
社
会
を
総

合
的
に
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
現
在
策
定
中
の
環

境
基
本
計
画
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

　

答
弁　

市
民
主
体
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
策
定
委
員
会
の
中
で

協
議
し
て
い
く
。

水
産
業
計
画
の
重
点
は

　

質
問　

水
産
業
振
興
計
画
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
針
が
あ
る
が
、
数

値
目
標
は
水
揚
げ
量
や
担
い
手
の

数
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
目
標
を

設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

各
基
本
方
針
に
沿
っ
た

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
水
揚

げ
量
「
年
１
％
程
度
の
増
産
」
を

掲
げ
て
い
る
。
今
後
は
方
針
ご
と

の
指
標
設
定
も
視
野
に
水
産
業
振

興
協
議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

中
長
期
的
な
環
境
の
整
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国
内
で
は
、
こ
の
10
年
間
の
う

ち
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
な
ど
、
国
土
の
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
多
数
の
土
砂
災
害
、
河
川

堤
防
の
決
壊
等
が
生
じ
る
な
ど
、

気
候
変
動
の
影
響
と
思
わ
れ
る
激

甚
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の

尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
全
国

ど
こ
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

近
年
の
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災

害
に
備
え
る
た
め
、
国
は
令
和
２

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る「
防
災・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

か
年
緊
急
対
策
」
の
み
で
完
了
す

る
の
で
は
な
く
、
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
も
含
め
て
、
令
和
３
年

度
以
降
も
継
続
的
か
つ
計
画
的

に
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
措
置
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

▼
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
に

続
く
新
た
な
措
置
を
講
じ
、
必
要

な
予
算
を
安
定
的
、
継
続
的
に
確

保
す
る
こ
と
▼
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
、
計
画
的
か
つ
着
実
な
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
▼
災
害
発
生
時

の
迅
速
か
つ
円
滑
な
対
応
等
の
た

め
、
平
時
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

支
援
を
行
う
地
方
整
備
局
の
人
員

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
蒲
生
哲
）

国
に
意
見
書
提
出
へ

請　願　審　査
　請願第２号　「『子ども一人一人を大切にし、感染症にも強い少人数学級』を速やかに実現するこ
とを求める請願について」は、教育民生常任委員会に付託し、審査を経て 12 月 10 日の本会議に諮
りました。
　採決の結果、賛成少数で不採択としました。（担当・松田修一）

請　　願

【請願第２号】
「子ども一人一人を大切にし、感染症
にも強い少人数学級」を速やかに実
現することを求める請願について

結　果

不採択

討論＝反対　　伊　藤　勇　一

　国では、30人学級の実現を目指しているが、本市にお
いては現在 94.9％の高い割合で実施され、30 人学級が
ほぼ達成されている現状であります。本市にとって必要な
のは請願趣旨の少人数学級ではなく、きめ細やかな教育を
行うため、現実として増加傾向にある複式学級対応のため
の教員の加配や、スクールカウンセラーの配置であると考
えます。

討論＝賛成　　伊　勢　　　純

　賛成理由の第１は、子ども一人一人が大切にされ、感染
症対策にも強い少人数学級の実現は、市内の保護者や家族
の願いだからです。市内で 30 人以上の学級が３つあり、
身体的距離の確保が難しい状況です。第２に、文部科学省
も少人数学級を求めています。萩生田光一大臣は不退転の
決意で進めたいと予算確保に向け財務省と折衝していま
す。第３に、（公社）日本 PTA 全国協議会などの教育団
体や全国知事会・市長会・町村会の会長も連名で少人数学
級の実現を求めています。

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

請願第２号

福

　田

大

　坂

伊
藤（
明
）

及

　川

藤

　倉

大

　坪

菅

　野

佐
々
木

鵜

　浦

伊

　勢

蒲

　生

中

　野

畠

　山

伊
藤（
勇
）

小

　澤

大
和
田

松

　田

木

　村

議

×××

〇〇

×××

〇

××××××××

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」（
提
出
者
・
中
野
貴
徳

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
）
を
内
閣
総
理
大
臣
や
所
管
大

臣
ら
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

趣　　旨

一人一人の子どもを大切にする教育を進め
るため、および新型コロナウイルス感染防
止対策として教室内の密集状態を緩和する
ため、現行の4 0人より少ない少人数学級の
速やかな実現に向けた措置をとるよう国に
対する意見書の提出を求めるもの。
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教
育
民
生
常
任
委
員
会
　　

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生
哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
12

月
７
日
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
令
和
２
年
８
月
に
提
出
さ
れ
た

「
教
育
諸
条
件
の
改
善
に
関
す
る
要
望
書
」
の
対
応
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
教
委
の
細
谷
勇
次
教
育
次
長
と
千
葉
賢
一
学
校
教
育
課

長
か
ら
要
望
書
（
物
的
環
境
、
人
的
環
境
、
教
育
予
算
・
教

育
費
な
ど
３
項
目
）
に
対
す
る
対
応
状
況
や
今
後
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
移
転
や
再
建
し
た
校
舎
近
く
の

住
宅
へ
校
庭
か
ら
飛
散
す
る
砂
ぼ
こ
り
な
ど
環
境
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
そ
の
対
応
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
校
舎
に
お
い
て

は
経
年
劣
化
に
よ
る
問
題
な
ど
が
あ
り
、
緊
急
的
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
対
応
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

人
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
加
配
教
員
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
継
続
す
る
見

込
み
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
育
予
算
・
教
育
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教
育
予
算
の
減

少
を
危
惧
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
現
状
維
持
に
努
め

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
を
通
じ
て
、
委
員
か
ら
は
「
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
速
や
か
に

報
告
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望

へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
議
会
に
も
情
報
提
供
を
し
て
も
ら

い
、
議
員
か
ら
も
広
く
住
民
に
伝
え
た
い
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は

12
月
７
日
、
広
田
半
島
営
農
組
合
（
臼
井
剛
組
合
長
、
組
合
員
96

人
）
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
方
法
は
、
委
員
２
人
が
同
組
合
の
加
工
部
門
「
工
房
め
ぐ

海
」
を
訪
問
。
議
場
に
い
る
ほ
か
の
委
員
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

リ
モ
ー
ト
で
結
び
、
臼
井
組
合
長
と
同
工
房
の
臼
井
美
奈
子
代
表

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

臼
井
組
合
長
は
「
東
日
本
大
震
災
後
に
購
入
し
た
大
型
の
農
機

具
が
買
い
替
え
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
費
用
を
ど
の
よ
う
に
工

面
す
れ
ば
い
い
か
が
課
題
」
と
強
調
。
ま
た
、「
若
い
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
が
、
広
田
町
は
漁
業
の
町
。
な
か
な
か
農
業

に
従
事
し
よ
う
と
す
る
若
者
が
少
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
工
房
め
ぐ
海
」
の
臼
井
代
表
は
、
製
造
販
売
し
て
い
る
自
慢

の
米
粉
ま
ん
じ
ゅ
う
、
お
や
き
、
が
ん
づ
き
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
大
幅
に
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

状
況
を
説
明
。

　

要
因
は
市
内
外
で
出
店
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
大
き

く
、「
最
近
は
午
前
中
だ
け
の
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
房
の

女
性
た
ち
も
、
も
っ
と
働
い
て
収
入
を
得
た
い
の
で
す
が
」
と
す

る
一
方
、「
最
近
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
売
れ

行
き
が
良
く
、
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
震
災
か
ら
苦
労
し
て
再
出
発
し
た
同
組
合
。
新
た
な
農
機
具

の
購
入
な
ど
、
行
政
支
援
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
た
ほ
か
、
後

継
者
問
題
や
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
特
産
品
の
販
売
方
法
な
ど
、

市
民
の
収
入
確
保
策
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

総
務
常
任
委
員
会　

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、
12

月
７
日
、「
消
防
署
の
出
動
体
制
に
つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
本
市
消
防
本
部
の
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
電
話
に
よ
る
救
急
要
請
１
１
９
番
は
、
携
帯

電
話
か
ら
も
市
外
局
番
な
し
で
１
１
９
番
す
る
こ
と
に
よ
り

最
寄
り
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
や
地
図
上
に
発
信
位

置
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
通
報
入
電
か
ら
現
地
到
着
ま
で

迅
速
に
対
応
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
か
ら
の
入
電
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、

37
カ
国
語
に
対
応
可
能
と
の
こ
と
で
、
世
界
中
の
方
々
に
安
心
し

て
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
緊
急
通
報
件
数
は
１
４
２
９
件
で
、
そ
の
う
ち

間
違
い
が
２
４
１
件
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
主
な
原
因
は

携
帯
電
話
の
誤
発
信
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
所
有
者
が
気
づ
か
な

い
う
ち
に
発
信
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
動
体
制
に
つ
い
て
は
、手
指
消
毒
、検
温
・
記

録
な
ど
、一
般
的
な
対
策
の
ほ
か
、職
員
の
分
散
待
機
、引
き
継
ぎ

は
署
内
別
室
に
よ
る
電
話
な
ど
で
行
い
、
現
在
の
出
動
時
は
平
常

時
よ
り
強
力
な
感
染
防
止
衣
に
Ｎ
95
マ
ス
ク
、ゴ
ー
グ
ル
、シ
ュ
ー

ズ
カ
バ
ー
な
ど
で
隊
員
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
安
全
、
安
心
に
寄
与
す
る
消
防
署
の
役
割
と
し
て
、

万
が
一
に
備
え
た
対
策
を
講
じ
、
救
助
な
ど
に
向
か
う
隊
員

の
強
い
使
命
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。



―１４―ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１１５

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
12
月

８
日
、
広
田
町
の
旧
広
田
水
産
高

校
と
旧
広
田
中
学
校
な
ど
の
跡
地

に
県
が
整
備
し
て
い
る
県
立
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
県
教

委
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
伊
藤
勝

久
特
命
課
長
ら
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
東
日
本
大
震
災

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
県
立
高
田
松
原
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
が
持
っ
て
い
た
機
能
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
引
き
続
き
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復

興
計
画
実
施
計
画
で
、
代
替
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
、
新
た
に
復
興
教
育
や

防
災
教
育
の
機
能
を
備
え
た
施
設

と
な
り
ま
す
。
開
所
式
や
研
修
団

体
の
受
け
入
れ
は
、
令
和
３
年
７

月
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
、
県
や
他
施
設
と
の
連
携
、
さ

ら
に
は
広
田
湾
漁
協
や
広
田
町
の

地
域
住
民
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

り
、
有
効
な
利
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

次
に
、
米
崎
町
の
脇
之
沢
漁
港

海
岸
へ
移
動
し
、
防
潮
堤
の
災

害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
菅
野
泰
浩
市
水
産
課
長
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
工
事
進
捗
率
は
計
画

92
・
５
％
、
実
績
98
％
（
令
和
２

年
11
月
末
現
在
）
で
、
残
る
工
程

は
、
勝
木
田
地
区
お
よ
び
脇
の
沢

地
区
の
本
体
抗
・
埋
戻
工
・
仮
設

道
路
撤
去
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
命
を
守
る
施
設
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ

ま
す
。

復
興
対
策
特
別
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
は
10
月

21
日
、「
今
泉
北
地
区
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
事
業
」
と
「
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
残
土
処
分
工

事
」
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
事
業
を

巡
っ
て
は
、
国
内
外
で
外
食
産
業

を
展
開
し
て
い
る
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー

プ
と
本
市
が
令
和
元
年
10
月
24

日
、
有
機
・
循
環
型
社
会
を
目
指

し
た
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
連
携

し
て
整
備
、
運
営
し
て
い
く
た
め

の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
協
定
内
容
が
一
部

変
更
さ
れ
、
運
営
す
る
事
業
者
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
担
当
者
か

ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
の
主
な
変
更
点
は
、

令
和
２
年
度
の
国
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
改
正
さ
れ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
事
業
も
寄
付
の
受
け
付
け

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
複
数
の

民
間
企
業
か
ら
寄
付
の
関
心
が
示

さ
れ
、
事
業
実
施
ス
キ
ー
ム
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
を

注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
残
土
処
分
工
事
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
は
小
友
浦
干
拓
跡
地

内
の
事
業
残
土
を
活
用
し
て
海
側

の
水
没
し
た
市
有
地
内
で
整
地
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
小
友
浦
干
拓

自
然
再
生
整
備
事
業
に
つ
な
げ
よ

う
と
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
漁
業
者
や
住
民
に

説
明
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
水
域
に
生
息
す
る
生

物
な
ど
を
研
究
す
る
専
門
家
ら
で

構
成
す
る
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
か

ら
、
残
土
投
入
の
一
時
停
止
を
求

め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
事
情
を
聞
き
ま
し
た
。

　

同
学
会
に
対
し
、
市
は
水
質
環

境
や
海
の
生
物
環
境
、
海
流
の
影

響
を
研
究
し
て
い
る
有
識
者
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
干
潟

再
生
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、

環
境
に
配
慮
し
た
工
事
を
進
め
る

こ
と
を
示
し
、
一
定
の
理
解
が
図

ら
れ
た
上
で
工
事
を
再
開
し
た
内

容
の
説
明
が
あ
り
、
本
委
員
会
と

し
て
の
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
事
業
に

つ
い
て
の
不
明
点
や
多
く
の
意
識

共
有
す
べ
き
点
が
明
ら
か
と
な

り
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
は
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

野外活動センターを視察

小友浦地内
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月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連

続
す
る
３
カ
月
間
の
事
業
収
入

が
、
前
年
の
同
期
間
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
者
等
。

11
月
27
日
開
催

〇
令
和
３
年
度
以
降
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

▼
防
潮
堤
や
道
路
等
の
整
備

が
進
み
、
ま
た
、
復
興
・
創
生

期
間
の
終
了
に
伴
う
国
の
補
助

事
業
の
廃
止
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
者
を
、
学
校
統
合
に
よ
り
遠

距
離
通
学
と
な
っ
た
児
童
生
徒

と
す
る
も
の
。

12
月
10
日
開
催

○
陸
前
高
田
地
域
振
興
株
式
会

社
の
経
営
健
全
化
方
針
の
策
定

に
つ
い
て

〇
陸
前
高
田
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

▼
い
か
な
る
大
規
模
自
然
災

害
が
発
生
し
て
も
、
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け

て
計
画
を
策
定
。

〇
陸
前
高
田
市
立
図
書
館
運
営

基
本
方
針
に
つ
い
て

　

▼
図
書
館
の
役
割
や
機
能
を

十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
運
営
方
針
を
定
め
た
も
の
。

・
基
本
理
念

「
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
生

涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
学
習
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
郷

土
の
歴
史
を
守
り
・
伝
え
、
東

日
本
大
震
災
の
事
実
と
教
訓
を

全
世
界
へ
発
信
し
、
後
世
へ
伝

承
す
る
図
書
館
」

・
基
本
目
標

　

ア　

利
用
者
の
期
待
に
応
え

　
　

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実

　
　

施

　

イ　

利
用
者
の
要
望
、
郷
土

　
　

文
化
の
継
承
又
は
震
災
の

　
　

伝
承
に
応
じ
た
図
書
資
料

　
　

の
充
実

　

ウ　

利
用
者
の
関
心
に
応
え

　
　

る
読
書
推
進
活
動
の
実
施

　
　
　
（
担
当
・
佐
々
木
一
義
）

11
月
19
日
開
催

〇
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
の
統

合
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

▼
対
象
者
は
、
令
和
２
年
２

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

　

令
和
２
年
11
月
以
降
に
開

催
し
た
全
員
協
議
会
の
市
当

局
案
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　インターネットのYouTubeから音声を配信します。
　本市議会のYouTubeは、陸前高田市ホームページ内の市議会のページから開くことができます。

※市議会YouTubeの視聴方法
陸前高田市ホームページ→市議会→陸前高田市議会YouTubeをクリックすると陸前高田市議会の
チャンネルへと移動しますので、視聴したい会議を選んでクリックしてください。

ＹｏｕＴｕｂｅ配信お知らせ QR コード
（音声配信）

第
３
回
臨
時
会

　

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
は
、

11
月
６
日
に
行
い
ま
し
た
。
復
興

関
連
工
事
の
変
更
請
負
契
約
締
結

３
件
と
令
和
２
年
度
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
計
５
議
案
で
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
市
道
相
川
鳴
石
線

氷
上
橋
歩
道
橋
整
備
工
事
の
変

更
は
、
法
面
工
の
増
な
ど
で
契

約
金
額
を
１
７
２
８
万
円
増
の

２
億
８
６
７
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
泉
北
地
区
埋
設
物
等
撤
去
工

事
の
変
更
は
、
上
水
道
管
撤
去
工

の
減
な
ど
で
契
約
金
額
を
４
５
５

８
万
円
減
の
４
億
１
５
０
３
万
円

に
、
同
地
区
整
備
工
事
の
変
更
は
、

岩
破
砕
工
の
減
な
ど
で
契
約
金
額

を
５
８
０
４
万
円
減
の
５
億
２
０

４
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
７
４
７
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
７
２
３
億
４
１
６

６
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
障
が
い
者
就
労
継
続
緊
急
支

援
事
業
費
に
60
万
円
（
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
整
備
補
助
）、
水
産
業
支
援
事

業
費
に
８
０
０
万
円
（
養
殖
共
済

の
補
助
率
拡
充
な
ど
）、
児
童
発

達
支
援
事
業
費
に
38
万
円
（
ふ
れ

あ
い
教
室
の
感
染
症
対
策
物
品
購

入
費
）、
地
域
医
療
推
進
事
業
費

に
８
５
０
万
円
（
市
内
病
院
、
医

科
歯
科
診
療
所
へ
の
感
染
症
対
策

支
援
金
）。

　

こ
の
ほ
か
、
復
興
整
備
事
業
費

と
し
て
、
１
億
４
９
９
９
万
円
を

計
上
。
気
仙
町
土
手
影
低
地
部
の

基
盤
整
備
に
係
る
設
計
業
務
委
託

料
と
造
成
工
事
費
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
伊
勢
純
）

市立図書館
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議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
「
議
会
と
語
る
会
」
は
、
10
月
22
日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
の
う
ち

５
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
３
密
」
を
避
け
る

た
め
常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
す
る
市
内
各
種
団
体
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
●
は
市
長
に
申
し
入
れ
を
し
た
項
目
で
す
。）

 　
市
交
通
指
導
隊

●
隊
員
の
確
保
と
報
酬
面
の
充
実

 

・
定
員
30
人
に
対
し
現
在
16
人
で

活
動
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
課
題

で
隊
員
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
。

 

・
隊
員
の
報
酬
や
出
動
手
当
に
つ

い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
機
材
等
の
充
実
及
び
保
管
場
所

 

・
現
在
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
４
台

あ
る
が
、
配
置
等
の
状
況
に
よ
っ

て
は
不
足
す
る
の
で
、
台
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

 

・
各
種
機
材
や
こ
れ
ま
で
い
た
だ

い
た
感
謝
状
な
ど
の
保
管
場
所
が

な
い
。
会
議
を
す
る
場
所
も
必
要

な
の
で
、
占
有
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

が
欲
し
い
。

○
道
路
等
の
改
善

 

・
市
内
各
所
の
道
路
等
に
お
い
て

危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
観
光
物
産
協
会

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
協
働

 

・
交
流
人
口
拡
大
の
観
点
か
ら
も

本
市
の
観
光
に
対
す
る
期
待
は
大

き
い
と
感
じ
る
。
よ
り
広
く
充
実

し
た
体
制
の
下
、
引
き
続
き
支
援

お
よ
び
協
働
の
推
進
を
お
願
い
し

た
い
。

○
三
陸
道
に
つ
い
て

　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

●
通
学
路
の
整
備

 

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
縮
小

し
徒
歩
通
学
と
な
る
の
で
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
通

学
路
整
備
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

 

・
学
校
行
事
等
の
中
止
、

延
期
や
内
容
の
変
更
に

つ
い
て
、
保
護
者
に
相

談
な
く
決
ま
る
事
例
が

あ
る
が
、
事
前
に
説
明

し
て
ほ
し
い
。

 

・
学
校
休
業
時
の
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
発
散
の

機
会
や
「
心
の
ケ
ア
」

に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
充
実
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

 

・
学
校
休
業
時
に
子
ど

も
の
ゲ
ー
ム
時
間
が
多

く
な
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
等
の
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
有
意
義
な
時
間
が
過
ご

せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

・
学
校
休
業
に
伴
う
休
暇
を
取
得

し
づ
ら
い
職
場
も
あ
る
の
で
、
市

と
し
て
も
各
企
業
に
協
力
要
請
等

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

○
企
業
誘
致

 

・
都
市
部
で
働
い
て
い
る
同
年
代

の
友
人
か
ら
実
家
に
帰
っ
て
き
た

い
と
い
う
声
が
あ
る
。
帰
り
た
く

て
も
ニ
ー
ズ
に
合
う
仕
事
が
な
い

議
会
と
語
る
会
を
開
催

議
会
と
語
る
会
を
開
催

建市 PTA 連合会との意見交換

令和３年　交通指導隊初点検式

た
め
、企
業
誘
致
を
し
て
ほ
し
い
。

　
広
田
湾
漁
協
青
年
部

●
残
渣
処
理
（
漁
業
系
廃
棄
物
）

に
係
る
補
助

 

・
残
渣
処
理
に
対
す
る
補
助
を
継

続
し
て
ほ
し
い
。

 

・
水
産
業
関
連
で
海
岸
等
に
散
在

し
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

類
の
処
理
に
対
す
る
啓
発
支
援
を

強
化
し
て
ほ
し
い
。

観光物産協会の活動処点まちの縁側



●
カ
キ
殻
の
有
効
活
用

 
・
カ
キ
殻
を
粉
砕
し
て
製
品
化
さ

れ
て
い
る
カ
キ
殻
石
灰
は
、
有
機

栽
培
に
適
し
た
土
壌
の
改
良
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
、
水
質
浄
化
作

用
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
友
浦
に

投
入
さ
れ
て
い
る
残
土
へ
の
混
入

や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
に
お
け

る
有
機
栽
培
の
肥
料
に
す
る
な
ど

活
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○
外
国
人
の
人
材
受
け
入
れ

 

・
水
産
業
に
お
い
て
も
人
材
不
足

は
深
刻
で
あ
る
。
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
な
ど
外
国
人
の
人
材
受

け
入
れ
の
た
め
の
施
策
の
普
及
と

強
化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○
水
産
資
源
の
管
理

 

・
現
在
、
国
で
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲

可
能
量
）
制
度
に
よ
り
海
洋
生
物

―１７― りくぜんたかた市議会だより 第１１５号

　

本
市
議
会
の
福
田
利
喜
議
長
、

大
坂
俊
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
委

員
長
、
藤
倉
泰
治
広
聴
小
委
員
会

小
委
員
長
の
３
人
は
12
月
10
日
、

市
長
室
を
訪
れ
、
戸
羽
市
長
に
対

し
、「
議
会
と
語
る
会
」
で
寄
せ

ら
れ
た
市
民
か
ら
の
要
望
や
提
言

の
う
ち
、
主
要
10
項
目
に
つ
い
て

申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
議
会

と
語
る
会
」
は
、

常
任
委
員
会
ご
と

に
所
管
す
る
各
種

５
団
体
と
の
間
で

行
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
課
題
解
決
に

向
け
た
提
言
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
田
議
長
は
、

 

「
各
団
体
よ
り
詳

細
に
伺
っ
た
結
果

で
あ
り
、
前
向
き

に
協
議
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

資
源
の
保
存
と
管
理
を
行

っ
て
い
る
。
市
に
お
い
て

も
漁
業
の
安
定
・
継
続
の

た
め
、
水
産
資
源
の
計
画

的
な
管
理
の
必
要
性
の
啓

発
強
化
と
施
策
の
展
開
を

し
て
ほ
し
い
。

　
市
森
林
組
合

●
補
助
の
拡
充

 
・
再
造
林
や
担
い
手
育
成
、

山
林
管
理
に
係
る
事
業
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
補
助

金
の
拡
充
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

 

・
松
く
い
虫
駆
除
の
補
助

金
は
あ
る
が
、
他
の
樹
種
も
対
象

と
な
る
よ
う
、
補
助
対
象
を
拡
大

し
て
ほ
し
い
。

●
自
伐
型
林
業
従
事
者
と
森
林
組

合
の
交
流

 

・
自
伐
型
林
業
従
事
者
は
林
業

に
従
事
す
る
数
少
な
い
担
い
手
で

あ
り
、
い
ず
れ
は
定
住
し
て
地
域

の
林
業
を
支
え
る
人
材
と
な
り
得

る
。
林
業
の
担
い
手
不
足
解
消
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
交
流
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

●
市
有
林
の
通
年
管
理

 

・
市
有
林
の
伐
採
は
年
度
後
半
の

発
注
が
多
く
、
年
度
末
に
作
業
が
集

中
す
る
。
作
業
量
に
よ
っ
て
は
年
度

内
完
了
が
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

年
間
を
通
し
た
管
理
の
委
託
と
い
う

形
で
行
い
た
い
。

〇
森
林
の
所
有
者

 

・
森
林
所
有
者
が
不
明
、
不
在
の
場

合
が
多
く
、
支
障
木
の
伐
採
、
松
く

い
虫
の
駆
除
作
業
な
ど
所
有
者
の
承

諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に

影
響
が
出
て
い
る
。
事
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
も
所
有
者
を
特
定
す

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

（
担
当・大
和
田
加
代
子
、伊
藤
勇
一
）

市
民
要
望
を
市
長
に

　

戸
羽
市
長
は
、 「
解
決
す
べ
き

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
予
算
の

規
模
縮
小
が
想
定
さ
れ
る
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
財
源
な

ど
も
活
用
し
、
対
処
を
検
討
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
松
田
修
一
）

カキ殻残渣（脇之沢漁港）

市森林組合木材集積場（竹駒町）



問　

本
市
で
は
、
い
ま
だ
に

２
０
２
人
が
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
震
災
後
、
古
川

沼
で
の
捜
索
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

請
願
が
提
出
さ
れ
、
採
択

さ
れ
た
の
が
平
成
28
年
で
す

が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
市
が
把

握
し
て
い
る
だ
け
で
９
回
ほ
ど

の
捜
索
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
県
警
や
海
上

保
安
庁
に
よ
る
捜
索
を
は
じ

め
、
県
や
市
が
が
れ
き
撤
去
や

海
中
・
水
中
を
工
事
す
る
際
、

事
前
に
行
方
不
明
者
や
遺
留
品

な
ど
の
捜
索
を
行
っ
て
い
ま
す
。

方
法
は
、
ソ
ナ
ー
を
装
着
し
た

ボ
ー
ト
で
の
調
査
、
潜
水
や
水

中
ロ
ボ
ッ
ト
、
箱
メ
ガ
ネ
で
の

い
で
し
ょ
う
か
。

答　

古
川
沼
は
県
管
理
の
二
級

河
川
「
川
原
川
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
県
を
は
じ
め
国
と
も

相
談
し
た
り
、
要
望
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

国
や
県
か
ら
は
「
水
を
抜
こ
う

と
し
て
も
上
流
か
ら
の
水
を
止

め
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
し
て

や
面
積
が
広
す
ぎ
て
課
題
が
多

い
」
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問　

今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
答　

大

船
渡
警
察
署
は
、
今
後
と
も
不

明
者
家
族
の
要
望
や
復
興
工
事

捜
索
、
胴
長
に
よ
る
入
水
捜
索

な
ど
で
す
。

問　

請
願
採
択
後
の
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　

東
海
大
学
が
４
日
間
に
わ

た
り
船
上
か
ら
の
ソ
ナ
ー
調

査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
捜
索
箇

所
を
特
定
し
、
そ
の
後
に
県
警

と
海
上
保
安
庁
に
よ
る
潜
水
調

査
、
本
市
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら

遺
留
品
の
捜
索
な
ど
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
の

捜
索

で
不

明
者
の
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う

な
物
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

問　

不
明
者
家
族
以
外
で
あ
っ

て
も
、
古
川
沼
に
は
い
ま
だ
に

眠
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
市
民
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
方
法
で
発
見
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
手
法
を
変
え
る
な

ど
、
例
え
ば
沼
の
水
を
抜
く
と

か
、
底
の
土
砂
を
さ
ら
っ
て
陸

に
上
げ
る
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）

と
い
っ
た
方
法
は
考
え
ら
れ
な

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
随
時
、

捜
索
し
て
い
く
方
針
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
も
不
明
者

家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な

が
ら
捜
索
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
震
災
か

ら
10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、

暖
か
い
時
期
に
も
う
一
度
、
一

斉
捜
索
で
き
な
い
か
、
大
船
渡

警
察
署
へ
要
望
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
い
い
の
か
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
ら
と
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
（
担
当
・
鵜
浦
昌
也
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
歩
み
の
中
で
、
本
市
議

会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
を
は
じ
め
、
議
会
報
告
会
で
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、
追
跡
調
査
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

28
年
第
１
回
定
例
会
で
採
択
し
た
請
願
「
東
日
本
大
震
災

津
波
に
よ
る
行
方
不
明
者
の
古
川
沼
及
び
広
田
湾
の
海
底

再
捜
索
に
つ
い
て
」、
市
担
当
者
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
一
斉
捜
索
を
要
望
す
る
」

　
　
追
　
跡
　
調
　
査

№2
あの課題どうなった？あの課題どうなった？
〜震災不明者の古川沼捜索〜
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古
川
沼
は
県
管
理
の
二
級
河
川
「
川
原
川
」



―１９― りくぜんたかた市議会だより 第１１５号

議会のうごき
10月～ 12月

令和２年１0月以降の議会の主な活動状況を次の
とおりお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　市民の皆さまから議会に寄せられた意見・
　　要望などの一部をご紹介します。
　  （文章が長い場合は、抜粋して掲載させていただきます）

　○一般質問の欄で、質問した市議と答弁した
　　市長、当局の方々の内容が書いてあるので、
　　市政の一部が分かります。いつも質問する
　　市議とあまりしない市議がいらっしゃるの
　　ですね。
　　○感想：市内に残る震災遺構の保存の様子が
　　よく分かって楽しい。
　　要望：早く新笹ノ田トンネルに着手してほ
　　しい。

　

○自分は広田に住んでいる。車がないので、デマンド交通の便
　を増便できないですか。
　○初当選した議員の一般質問の内容に稚拙さを感じます。当選
　に甘んじず、精進を期待しております。広く意見を吸い上げ、
　市政に反映してほしい。
　○議員の方々がどのような活動をしているのか「議会だより」で
　拝見させていただいております。ますますの活躍を期待してい
　ます。

市議会だより第1１４号クイズの答え
○の中にはどんな文字が入るでしょうか？　
本市議会で検討チームを立ち上げ
オンライン研修会などに利用を予定しているのは
　「○○○○ネット会議」

（答え）  インター

※ カタカナ

〈あて先〉〒029-2292　陸前高田市高田町字鳴石42-5　
　　　　　　　　　　　陸前高田市議会事務局　宛
〈しめきり〉令和３年２月１２日（金）（当日消印有効）

　議会だより ク　イ　ズ
　    ○の中にはどんな文字が入るでしょうか？　
　12月17日に気仙町今泉地区に開業した商業施設の名前は

 「陸前高田　   発酵パーク○○○ー」
＜応募方法＞クイズの答え、住所、氏名、年齢を記入の上、ハガキ
またはＦＡＸ（0192-53-1210）で応募してください。
　また、市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを
必ず記入してください。
　正解者の中から抽選で５人に粗品をお贈りします（当選者の発表
は発送をもって代えさせていただきます）。
※いただいた意見・要望などは次回の市議会だよりに掲載すること
があります（住所、氏名は掲載しません）。

〈あて先〉〒029-2292　陸前高田市高田町字鳴石42-5　
　　　　　　　　　　　陸前高田市議会事務局　宛
〈しめきり〉令和３年２月１２日（金）（当日消印有効）

＜ 10 月＞
 1 日　広報小委員会
 6 日　復興対策特別委員会理事会／広報小委員会
 8 日　議会運営委員会
 9 日　広報小委員会
21 日　復興対策特別委員会／全員協議会
22 日　議会と語る会（産業建設班）
27 日　議会と語る会（教育民生班）
28 日　議会と語る会（総務班）／復興対策特別

　委員会理事会
＜ 11 月＞
 4 日　議会運営委員会
 5 日　決算等特別委員会／復興対策特別委員会           
 6 日　第３回臨時会／広報小委員会
10 日　議会と語る会（総務班）
11 日　議会と語る会（産業建設班）
19日　復興対策特別委員会理事会／全員協議会  
　　　／広聴小委員会
24 日　議会運営委員会
27 日　第４回定例会（～ 12 月 10 日）／全員協
　　　議会／総務常任委員会／教育民生常任委
　　　員会／産業建設常任委員会／広聴小委員
　　　会／広報小委員会
＜ 12 月＞
 1 日　本会議（一般質問）／会派代表者会
 2 日　本会議（一般質問）
 3 日　本会議（一般質問）／予算等特別委員会
 4 日　予算等特別委員会
 7 日　総務常任委員会／教育民生常任委員会／

　産業建設常任委員会
 8 日　復興対策特別委員会／広聴広報特別委員会
　　　　／議会運営委員会
10 日　本会議／全員協議会
11 日　広報小委員会
15 日　広報小委員会
21 日　広報小委員会
24 日　広報小委員会

議場の大掃除
　第４回定例会の最終日となる 12 月
10 日の会議終了後、１年の感謝を込
めて議員全員で議場や議会図書室、議
員控室などの大掃除を行いました。



第４回 市内の団体や個人を紹介します。

　佐藤キャサリンさん（29）は、職業指
導員として多機能事業所「あすなろホー
ム」(高田町)にお勤めです。日ごろ、障が
いのある利用者さんと施設で一緒に作業
に取り組んでいます。北限のゆずの搾汁
やスライスなどの加工、青のりの乾燥や
袋詰めなどを利用者さんと進めながら、
そこでの会話をとても大切にしているそ
うです。毎日が楽しいと笑顔で語ってく
れました。

　10人くらいの利用者さんと作業に取り組
んでいます。ユズは加工し、シフォンケーキや
ゆず塩の材料になります。青のりは広田で収
穫したものを乾燥させ、丁寧に袋詰めします。
　作業中にコミュニケーションをとっていま
す。利用者さんの悩みや体調を聞いて、安心
して気持ちよく作業できるようにアドバイス

しています。
　家庭では子育て中なので、勤務時間に配慮
してもらえるのは助かります。
　仕事は毎日楽しいです。
　今年は、利用者さんと一緒にシフォンケー
キやドーナツ作りをしたいですね。

第４回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あすなろホーム職業指導員　　佐 藤 キャサリンさん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あすなろホーム職業指導員　　佐 藤 キャサリンさん
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あ
と
が
き

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆

さ
ま
に
と
っ
て
も
、
例
年
に
な
く
静
か

な
お
正
月
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
ま
さ
に
「
コ
ロ
ナ
漬
け
」

と
も
言
え
る
年
で
し
た
。「
新
し
い
生

活
様
式
」
が
語
ら
れ
、マ
ス
ク
の
着
用
、

距
離
の
確
保
、
仕
切
り
の
設
置
、
換
気

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
当

た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
症
対
策
と
経

済
活
動
の
両
立
、
災
害
対
応
と
い
う
難

し
い
課
題
が
あ
り
、
模
索
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

震
災
か
ら
10
年
の
節
目
と
な
る
本

年
は
、
市
役
所
庁
舎
、博
物
館
、職
業

訓
練
校
と
い
っ
た
施
設
の
完
成
が
予

定
さ
れ
、
新
し
い
ま
ち
の
全
体
像
が
見

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に

ど
ん
な
風
を
吹
き
込
む
の
か
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

今
号
に
は
市
内
５
団
体
と
行
っ
た

「
議
会
と
語
る
会
」
の
内
容
を
掲
載
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
身
体
的
距
離
を

保
ち
つ
つ
、
心
に
は
仕
切
り
を
立
て

ず
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
と
大
い

に
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
、
あ
と
が
き
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
大
和
田　

加
代
子
）

令
和
３
年
１
月
20
日
第
１
１
５
号
発
行
／
陸
前
高
田
市
議
会
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字
鳴
石
４２
の
５
）　　

編
集
／
広
聴
広
報
特
別
委
員
会　

☎
０
１
９
２
（
５
４
）
２
１
１
１　
　
　

印
刷
／
㈲
第
一
印
刷

議会報告会について（お知らせ）
　議会だより第112号で延期のお知らせ
をしておりました各地区単位での議会報
告会について、昨今の新型コロナウイル
ス感染症の拡大状況を鑑み、本年度はや
むなく中止することといたしました。
　次年度の開催に向け、引き続きコロナ
禍における活動方法について検討してま
いりますので、御理解のほどよろしくお
願いいたします。
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